












要約:

解剖無くしては正確な診断のなされ得ない乳幼児突然死症候群であるが、剖検の際の記録

方法は解剖に携わる各医師毎に個人差がある。乳幼児突然死症候群の病因解明のために、

より精度の高い診断が必要であることから、国内で標準化された解剖プロトコールの作成

が望まれる。この為、乳幼児の突然死を対象とした標準化解剖プロトコールを試案した。


